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独
立
性
易
の
書
学
思
想
及
び
近
世
日
本
の
書
道
へ
の
影
響
＊賈

　
光
佐

は
じ
め
に

独
立
性
易
（
一
五
九
六
～
一
六
七
二
、
本
名
戴
笠
、
字
曼
公
、
号
天
閑
老
人
等
）
は
、
一
六
五
三
年
に
明
清
の
混
乱
を
避
け
て
日

本
に
渡
り
、
翌
年
に
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
～
一
六
七
三
）
の
下
で
出
家
し
た
人
物
で
あ
る
。
独
立
は
書
道
に
優
れ
、
著
述
や

弟
子
教
育
に
勤
し
み
、
日
本
の
近
世
書
道
の
原
点
と
論
じ
ら
れ
⑴
、
ま
た
中
国
の
書
道
を
実
際
に
日
本
に
伝
え
た
第
一
人
者
⑵ 

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
独
立
の
書
学
思
想
を
研
究
す
る
際
に
、
一
六
六
〇
年
に
完
成
し
た
『
斯
文
大
本
』
と
一
六
六
八
年
に
作

成
さ
れ
た
『
臨
池
述
意
⑶
』
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
両
者
の
内
容
は
一
貫
し
て
お
り
、
後
者
は
前
者

の
縮
小
版
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
が
『
斯
文
大
本
』
で
論
じ
る
思
想
は
、
そ
の
成
熟
し
た
思
想
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

独
立
の
書
道
史
上
の
地
位
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
十
分
で
な
い
。
独
立
が
論

じ
た
こ
と
が
、
当
時
の
多
く
の
日
本
の
書
家
に
と
っ
て
理
解
し
づ
ら
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
す

る
説
も
あ
る
⑷
。
実
際
、
独
立
の
書
学
思
想
は
当
時
の
日
本
の
書
壇
で
激
し
い
議
論
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
、
独
立
の
六
書
学
に
基
づ
い
た
書
体
と
書
史
批
判
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
学
説
が
日
本
で
引
き
起
こ
し
た
論
争
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
の
書
学
思
想
が
近
世
日
本
の
書
道
界
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド 

独
立
性
易
、
斯
文
大
本
、
六
書
学
、
日
本
書
道
、
細
井
広
沢
、
沢
田
東
江
、
古
法
書
学
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一
　
矧
夫
字
学
、
皆
本
六
書
：
六
書
学
に
基
づ
く
書
学
思
想
の
探
究

『
斯
文
大
本
』
と
い
う
書
物
は
、
埼
玉
県
平
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

二
〇
一
五
年
に
徐
興
慶
が
編
纂
し
た
『
天
閑
老
人
：
独
立
性
易
全
集
』
に
『
書
論
』
と
い
う
題
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

以
下
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、『
書
論
』
と
い
う
題
名
の
問
題
か
ら
検
討
し
よ
う
。
富
岡
鉄
斎
（
一
八
三
六
～
一
九
二
四
）
が

独
立
の
こ
の
著
述
を
再
び
表
装
し
、
木
箱
に
収
め
た
。
そ
の
表
紙
と
木
箱
に
「
独
立
禅
師
真
跡
書
論
」
と
題
し
た
た
め
、
一

部
の
学
者
⑸
が
そ
れ
を
『
書
論
』
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
独
立
は
文
中
で
何
度
も
そ
れ
を
「
大
本
」
と
呼
ん
で
お
り
⑹
、

さ
ら
に
「
書
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
回
も
な
い
た
め
、『
斯
文
大
本
』
こ
そ
、
そ
の
著
述
の
正
確
な
題
名
で
あ
る
に
違
い
な

い
。
次
に
、
徐
氏
が
整
理
し
た
文
章
の
字
形
と
断
句
に
誤
り
が
多
く
存
在
し
て
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
。
第
三
に
、
独
立
が

説
明
す
る
字
形
を
直
感
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
独
立
の
考
え
を
理
解
す
る
上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
理
由
か
ら
、
本
論
文
で
は
、
大
阪
大
学
所
蔵
本
⑺
に
基
づ
い
て
、
独
立
の
書
学
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
斯
文
大
本
』
は
、「
自
叙
」「
六
義
原
本
」「
書
法
原
本
」「
続
附
：
臨
池
二
用
」「
自
跋
」「
再
跋
」
と
い
う
六
つ
の
部
分

か
ら
な
る
。
独
立
は
、「
自
叙
」
の
冒
頭
で
、「
六
義
」
は
当
時
の
人
々
に
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

中
国
と
「
同
文
」
の
日
本
に
対
し
て
、『
説
文
解
字
』
を
「
求
学
之
本
」
に
し
よ
う
と
い
う
号
令
を
発
し
て
い
る
。

字
繇
一
画
之
始
、
文
成
六
義
之
中
。
一
画
具
而
万
象
出
、
六
義
析
而
変
化
通
（
中
略
）
博
士
家
不
遡
其
源
、
考
其
本
、

争
向
杪
杪
梢
頭
、
摛
文
掇
錦
、
曰
好
学
、
曰
能
文
、
益
何
昧
昧
其
至
真
之
用
耶
（
中
略
）
求
学
之
本
也
、
試
向
『
説
文
』

九
千
三
百
九
十
三
字
中
、
一
一
求
致
其
源
、
則
文
外
無
剰
義
、
義
外
無
剰
文
、
心
・
声
・
言
・
用
、
一
理
悠
帰
、
始

可
云
同
文
之
学
也
。
已
握
管
臨
池
、
求
全
合
用
。
直
造
千
古
文
心
、
是
可
云
「
同
文
共
学
」
也
已
（
字
は
一
画
か
ら
始
ま

り
、
文
は
六
義
に
お
い
て
成
立
す
る
。
一
画
が
そ
ろ
え
ば
万
象
が
現
れ
、
六
義
が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
変
化
が
理
解
で
き
る
（
中
略
）
博
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士
た
ち
は
そ
の
源
を
遡
ら
ず
、
そ
の
根
本
を
考
察
せ
ず
、
高
い
と
こ
ろ
や
端
っ
こ
で
文
飾
り
や
錦
繍
を
競
っ
て
、
好
学
だ
と
か
能
文
だ

と
か
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
真
の
用
途
を
ど
う
や
っ
て
見
抜
く
の
で
あ
ろ
う
か
（
中
略
）
学
び
の
根
本
を
求
め
る
な
ら
ば
、『
説

文
解
字
』
に
収
め
ら
れ
た
九
千
三
百
九
十
三
字
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
の
源
を
求
め
る
な
ら
ば
、
文
に
余
る
義
は
な
く
、
義
に
余

る
文
は
な
く
、
心
・
声
・
言
・
用
は
、
一
つ
の
理
に
帰
し
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
同
文
の
学
び
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
筆
を
持
っ
て
書
を
書

く
以
上
、
完
全
性
を
求
め
て
、
用
途
に
合
う
。
千
古
の
文
心
に
直
接
に
至
っ
て
、
そ
れ
が
「
同
文
共
学
」
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
）。

『
説
文
解
字
』
を
通
じ
て
六
書
を
勉
学
し
よ
う
と
日
本
の
書
家
に
呼
び
か
け
る
の
は
、
何
の
た
め
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、

「
再
跋
」
に
お
い
て
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
独
立
は
自
分
が
「
妄
者
」
の
書
し
た
「
月
」
と
「
出
」
の
字
形

に
つ
い
て
批
判
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
妄
者
」
に
敵
意
を
持
た
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
『
大
本
』
を
執
筆
す
る

直
接
的
な
原
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
独
立
は
「
八
行
載
紀
、
六
義
重
扶
。
不
啻
斯
文
之
有
在
、
可
冀
吾
道
之
逢
源
（
日

本
に
来
て
か
ら
の
八
年
間
で
、
六
書
の
学
問
を
復
興
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
文
字
学
の
存
在
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
私
が

守
っ
て
き
た
こ
の
学
問
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
日
本
に
到
着
し
て
か
ら
『
大

本
』
を
完
成
す
る
ま
で
の
八
年
間
、「
六
義
」
を
復
興
す
る
努
力
を
し
て
い
た
。

「
六
義
原
本
」
に
お
い
て
、
独
立
は
「
象
形
」「
指
事
」「
形
声
」「
会
義
」「
転
注
」「
仮
借
」
と
い
う
六
義
の
概
要
を
例

を
挙
げ
て
説
明
し
、
ま
た
「
隷
変
」
と
「
俗
筆
」
を
批
判
し
て
い
る
。
特
に
典
型
的
な
例
と
し
て
、「
月
」
と
「
出
」
の
字

の
書
き
方
を
挙
げ
て
い
る
。「
隷
変
」
に
つ
い
て
は
、「

体
恒
缺
、
指
示
両
弦
上
下
之
虧
。
微
仄
于
右
、
象
其
西
墜
。
邈

隷
仄
方
変
之
（
月
字
の
書
き
方
は
、
常
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
弦
の
月
や
下
弦
の
月
の
欠
け
た
形
を
表
し
て
い
る
。
少
し

右
に
傾
い
て
い
る
の
は
、
月
が
西
に
沈
む
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
程
邈
が
創
出
し
た
隷
書
で
は
、
そ
の
傾
き
を
方
形
に
変
え
た
）」
と
指
摘

し
て
い
る
。「
俗
筆
」
に
つ
い
て
は
、「

出
者
、
象
草
根
茸
茸
四
発
、
以
見
初
茁
之
形
、
不
従
二
山
。
山
之
三

、
以
象
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峰
巒
、
下
一
以
指
砥
地
、
豈
有
山
峰
尖
上
復
加
山
耶
。
俗
筆
相
沿
、
不
致
其
思
者
（
出
と
い
う
字
は
、
草
の
根
が
ふ
さ
ふ
さ
と
四

方
に
伸
び
て
、
芽
が
出
る
形
を
表
し
て
い
る
。
二
つ
の
山
か
ら
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
山
と
い
う
字
は
、
三
本
の
縦
線
で
山
々
の
連
な
り

を
表
し
て
い
る
。
下
の
部
分
は
地
面
を
示
し
て
い
る
。
山
の
頂
上
に
さ
ら
に
山
が
あ
る
は
ず
は
な
い
。
こ
れ
は
一
般
の
人
々
の
書
き
方
が
伝
え

ら
れ
て
き
て
、
そ
の
意
味
を
真
剣
に
考
え
な
か
っ
た
た
め
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
る
）」
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
独
立
は
漢
代
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
か
ら
唐
代
の
孫
愐
の
『
唐
韻
』
ま
で
の
六
書
学
の
著
作
を
詳

細
に
列
挙
し
て
い
る
。
当
時
で
は
最
も
包
括
的
に
整
理
さ
れ
た
六
書
学
の
歴
史
書
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
書
法
原
本
」
で
は
、
六
書
の
学
習
方
法
を
総
括
し
、「
贅
文
」
と
「
省
文
」
を
識
別
す
る
こ
と
が
学
習
の
目
的
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、「
妄
加
点
画
」
と
い
う
低
俗
な
風
潮
を
批
判
し
て
い
る
。

真
心
学
六
書
、
以
開
千
古
之
洪
濛
者
、
先
覓
許
氏
『
説
文
』
一
部
、
以
明
六
義
本
始
、
為
入
門
大
綱
。
字
字
倶
当
求
致

其
源
、
潜
翫
考
索
、
通
幽
入
微
。
以
別
贅
文
、
省
文
之
用
。
若
至
妄
加
点
画
、
以
飾
俗
眼
、
貽
蛇
足
之
可
笑
已
。
既
得

大
綱
、
旁
通
『
韻
会
』・『
字
彙
』・『
小
補
』、
全
其
舗
叙
、
可
尽
六
書
之
為
学
也
已
（
六
書
を
真
心
で
学
び
、
千
古
の
混
沌

を
開
こ
う
と
す
る
も
の
は
、
ま
ず
は
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
を
手
に
入
れ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
六
義
の
根
源
を
明
ら
か
に
し
、
入
門
の

大
要
と
す
る
の
が
よ
い
。
文
字
ご
と
に
そ
の
源
流
を
求
め
て
、
深
く
探
究
し
、
微
妙
な
点
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
で
、
点
画
の
増
減
を

弁
別
す
る
。
も
し
む
や
み
に
点
画
を
加
え
て
俗
人
の
目
を
惹
こ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
蛇
足
の
笑
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
大
要
を
把

握
し
た
ら
、『
韻
会
』
や
『
字
彙
』
や
『
小
補
』
と
い
っ
た
書
物
も
参
照
し
て
、
そ
の
記
述
を
全
て
理
解
す
れ
ば
、
六
書
を
学
ぶ
に
は
十

分
で
あ
る
）。

こ
こ
で
の
『
韻
会
』
と
は
元
の
黄
公
紹
の
『
古
今
韻
会
挙
要
』
を
指
し
、『
字
彙
』
と
は
明
の
梅
膺
祚
の
著
述
で
あ
り
、
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『
小
補
』
は
明
の
方
日
昇
の
『
古
今
韻
会
挙
要
小
補
』
を
指
し
て
い
る
。
独
立
は
、『
字
彙
』
に
対
し
て
非
常
に
高
い
評
価

を
与
え
て
お
り
、「
善
彙
衆
芳
、
因
人
之
学
、
不
著
己
見
。
一
時
索
解
、
不
可
不
備
于
挿
架
者
（
多
く
の
人
の
長
所
を
取
り
入
れ

て
、
先
人
の
学
問
を
伝
え
て
お
り
、
私
的
な
意
見
を
述
べ
な
い
。
す
ぐ
に
問
題
を
解
決
す
る
の
に
役
立
つ
た
め
、
本
棚
に
置
か
な
く
て
は
い
け

な
い
も
の
で
あ
る
）」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、『
全
集
』
の
編
者
は
こ
の
文
章
を
「
一
時
索
解
不
可
、
不
備
于
挿
架
者
（
す

ぐ
に
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
本
棚
に
置
い
て
は
い
け
な
い
も
の
で
あ
る
）」
と
誤
っ
て
句
切
し
た
こ
と
よ
り
、
そ
の

意
味
が
正
反
対
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
⑻
。

そ
の
後
、
独
立
は
六
義
が
字
学
の
基
本
的
な
前
提
条
件
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

矧
夫
字
学
、
皆
本
六
書
。
未
識
六
書
而
言
字
者
、
猶
未
識
弓
矢
而
言
中
的
、
未
諳
宮
商
而
称
賞
音
。
昌
黎
先
生
云
、

「
読
書
先
須
識
字
、
不
識
字
不
可
謂
之
読
書
」。
徐
鉉
曰
、「
非
文
字
無
以
見
聖
人
之
心
、
非
篆
籀
篆
対
無
以
究
文
字
之

義
」。
今
人
不
知
執
筆
而
言
字
、
攛
掇
也
者
、
而
曰
「
文
無
愧
其
心
」、
総
不
知
個
中
有
道
也
（
字
学
と
い
う
も
の
は
み
な

六
書
に
基
づ
い
て
い
る
。
六
書
を
知
ら
ず
に
文
字
に
つ
い
て
語
る
者
は
、
弓
矢
を
知
ら
ず
に
的
を
射
る
こ
と
に
つ
い
て
語
る
者
や
、
音

階
を
知
ら
ず
に
音
楽
を
鑑
賞
す
る
と
称
す
る
者
と
同
じ
で
あ
る
。
韓
愈
は
言
っ
た
、「
書
物
を
読
む
に
は
ま
ず
文
字
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
文
字
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
書
物
を
読
む
と
は
言
え
な
い
」
と
。
徐
鉉
は
言
っ
た
、「
文
字
が
な
け
れ
ば
聖
人
の
心
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
篆
書
や
籀
書
が
無
け
れ
ば
、
文
字
の
意
味
を
究
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
。
今
の
人
々
は
、
筆
を
執
る

こ
と
も
知
ら
ず
に
文
字
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
適
当
に
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、「
文
章
は
心
に
背
か
ぬ
」

と
言
っ
て
、
全
く
文
字
の
奥
義
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
）。

独
立
は
当
時
の
人
々
が
な
ぜ
六
義
か
ら
離
れ
て
書
を
作
っ
た
の
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
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今
人
学
書
而
亡
六
義
、
縁
相
承
也
。
徐
鍇
昔
譏
曰
、
鍾
王
者
、
六
書
之
罪
人
也
。
蘇
黄
者
、
書
法
之
罪
人
也
。
一
以

変
乖
六
義
、
一
以
用
仄
筆
単
鈎
、
争
両
撃
之
（
今
の
人
々
が
書
道
を
学
ん
で
い
る
の
に
六
義
を
失
っ
て
い
る
の
は
、
伝
統
に
従
っ

て
い
る
か
ら
だ
。
徐
鍇
は
か
つ
て
嘲
笑
し
て
言
っ
た
、「
鍾
・
王
と
い
う
者
は
、
六
書
の
罪
人
だ
。
蘇
・
黄
と
い
う
者
は
、
書
法
の
罪
人

だ
」
と
。
一
方
は
六
義
を
変
化
さ
せ
て
背
き
、
一
方
は
斜
め
の
筆
遣
い
と
単
鈎
の
筆
遣
い
を
使
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
打
ち
負
か
す
べ

き
だ
」）。

実
際
に
は
、
徐
鍇
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
蘇
・
黄
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
徐
が
蘇
・
黄
を
批
判
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
熹
が
鍾
・
王
・
蘇
・
黄
に
つ
い
て
「
二
王
書
某
暁
不
得
、
看
着
只
見
俗
了
（
中
略
）
字
被
蘇
黄
胡

乱
写
壊
了
（
中
略
）
子
瞻
単
鈎
把
筆
。
銭
穆
父
見
之
曰
、『
尚
未
能
把
筆
邪
』。
山
谷
不
甚
理
会
得
字
、
故
所
論
皆
虚
（
二
王
の

書
道
に
つ
い
て
、
私
は
よ
く
理
解
で
き
ず
、
見
て
も
俗
っ
ぽ
い
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
（
中
略
）
文
字
は
蘇
黄
に
よ
っ
て
乱
雑
に
書
か
れ
て
壊

れ
て
し
ま
っ
た
（
中
略
）
子
瞻
は
単
鈎
で
筆
を
持
つ
。
銭
穆
父
が
そ
れ
を
見
て
言
っ
た
、「
ま
だ
筆
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
」
と
。
山

谷
は
文
字
を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
の
で
、
彼
が
論
じ
る
こ
と
は
す
べ
て
虚
し
い
）
⑼
」
と
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
立
が
徐

鍇
の
批
判
と
す
る
も
の
は
、
実
際
に
は
朱
熹
の
発
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
独
立
は
、
各
書
体
及
び
法
帖
の
悪
化
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、「
董
玄
宰
手
仿
前
人
筆
意
、
総
是
渠
儂
半
辺
鼻

孔
、
瞎
却
時
人
眼
睛
。
書
学
熄
矣
、
無
能
為
矣
（
董
其
昌
は
先
人
の
筆
意
を
模
倣
し
た
が
、
彼
も
ま
た
半
分
し
か
理
解
し
て
お
ら
ず
、

現
在
の
人
々
の
鑑
賞
力
を
低
下
さ
せ
た
。
書
学
は
す
で
に
停
滞
し
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）」
と
董
其
昌
を
批
判
し
て
い
る
。
字

体
及
び
字
形
の
悪
化
、
書
法
作
品
の
喪
失
や
歪
曲
と
い
う
現
状
に
対
し
、
独
立
は
復
古
を
主
張
し
て
い
る
。

篆
・
隷
非
秦
漢
不
可
以
法
、
真
・
草
非
晋
唐
不
足
以
学
。
今
併
失
其
所
法
・
所
学
之
原
、
可
無
慨
哉
。
其
宋
元
蘇
・
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黄
・
米
・
蔡
・
掲
・
趙
諸
君
子
、
明
世
祝
希
哲
・
王
雅
宜
・
邢
子
願
、
雖
曰
席
上
之
珍
、
風
気
藐
矣
。
況
今
日
之
董
・

文
、
尤
不
足
以
誇
前
、
尚
敢
曰
、「
継
臨
池
之
一
薪
」
耶
（
篆
書
と
隷
書
は
秦
漢
時
代
で
な
け
れ
ば
法
と
し
て
は
不
十
分
で
あ

り
、
真
書
と
草
書
は
晋
唐
時
代
で
な
け
れ
ば
学
ぶ
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
今
で
は
そ
う
い
う
法
と
学
の
手
本
と
な
る
も
の
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
、
悲
し
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
宋
元
時
代
の
蘇
黄
米
蔡
掲
趙
の
君
子
た
ち
や
、
明
代
の
祝
希
哲
・
王
雅
宜
・
邢
子
願
な
ど
は
、

席
上
の
珍
品
と
言
わ
れ
て
も
風
流
と
気
概
は
微
か
で
あ
る
。
ま
し
て
や
今
日
の
董
其
昌
・
文
徴
明
な
ど
は
、
先
人
に
誇
る
こ
と
さ
え
で

き
ず
、「
臨
池
の
一
薪
を
継
ぐ
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
）。

唐
以
降
の
書
家
は
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
と
説
明
し
た
後
、
書
道
を
学
ぶ
上
で
「
憤
発
一
心
、
従
上
源
而
拠
正
令
。
従
予

『
書
法
原
本
』
中
、
行
苦
行
、
頭
陀
之
行
、
匠
心
独
造
、
直
至
心
手
合
一
（
勤
勉
に
専
心
し
て
、
源
に
従
い
、
同
時
に
正
し
い
学
問

に
従
う
べ
き
だ
。
私
が
著
し
た
『
書
法
原
本
』
の
中
で
、
苦
行
と
頭
陀
行
を
行
い
、
自
分
自
身
の
品
位
を
創
造
し
、
心
と
手
が
一
致
す
る
境
地

ま
で
に
至
ろ
う
）」
と
述
べ
て
い
る
。

二
　
雪
山
―
広
沢
の
独
立
の
書
学
思
想
に
対
す
る
批
判

著
述
に
よ
る
書
学
思
想
の
伝
播
の
ほ
か
、
独
立
は
教
授
に
も
勤
し
ん
で
い
た
。『
先
哲
叢
談
続
編
』
に
は
、
独
立
の
書
法

が
日
本
で
伝
承
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

曼
公
以
其
法
伝
之
於
北
島
雪
山
及
高
天
漪
。
雪
山
伝
之
於
細
井
広
沢
、
天
漪
伝
之
男
頤
斎
。
頤
斎
伝
之
於
沢
田
東
江
。

而
後
広
沢
、
東
江
雖
有
異
論
、
至
其
執
管
五
法
、
把
筆
三
腕
、
撥
鐙
等
説
、
皆
淵
源
于
曼
公
之
所
授
受
。
且
用
水
筆
麝

墨
、
我
土
先
是
無
嘗
知
之
者
、
又
流
漫
於
曼
公
之
所
教
示
云
（
曼
公
は
自
分
の
方
法
を
北
島
雪
山
や
高
天
漪
に
伝
え
た
。
雪
山
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は
細
井
広
沢
に
伝
え
た
。
天
漪
は
そ
の
息
子
、
頤
斎
に
伝
え
、
頤
斎
は
沢
田
東
江
に
伝
え
た
。
そ
の
後
、
広
沢
と
東
江
と
は
意
見
を
異

に
し
た
が
、
五
つ
の
筆
管
の
掴
み
方
や
筆
を
持
つ
際
の
三
つ
の
腕
の
動
き
方
や
撥
鐙
法
な
ど
の
説
は
、
み
な
曼
公
か
ら
教
わ
っ
た
も
の

に
由
来
し
て
い
た
。
ま
た
、
水
筆
と
麝
墨
を
使
う
こ
と
は
、
我
が
国
で
は
初
め
て
知
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
も
曼
公
か
ら
教
示
さ
れ
た

も
の
だ
と
い
う
⑽
）。

先
学
ら
は
詳
し
く
検
討
せ
ず
に
こ
の
説
を
採
用
し
た
た
め
、
独
立
の
書
学
は
北
島
雪
山
（
一
六
三
六
～
一
六
九
七
、
名
は
三

立
、
字
は
雪
山
）
と
そ
の
弟
子
細
井
広
沢
（
一
六
五
八
～
一
七
三
六
、
名
は
知
慎
、
字
は
公
謹
、
号
は
広
沢
、
室
号
は
思
胎
斎
な
ど
）
お

よ
び
高
天
漪
（
一
六
四
九
～
一
七
二
二
、
別
姓
は
深
見
、
名
は
玄
岱
、
号
は
天
漪
）、
天
漪
の
子
で
あ
る
高
頤
斎
（
一
六
九
二
～
一
七
六

九
、
別
姓
は
深
見
、
名
は
玄
融
、
号
は
頤
斎
）
と
、
頤
斎
の
弟
子
で
あ
る
沢
田
東
江
（
一
七
三
二
～
一
七
九
六
、
姓
は
源
ま
た
平
林
、
平

と
い
う
。
名
は
鱗
、
字
は
文
竜
、
景
瑞
、
号
は
東
江
ま
た
東
郊
、
室
号
は
来
禽
堂
な
ど
）
の
二
つ
の
系
統
に
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
説
が

確
立
さ
れ
⑾
、
さ
ら
に
独
立
が
最
初
に
「
撥
鐙
法
」
を
日
本
に
伝
え
た
と
さ
れ
て
い
る
⑿
。

注
目
す
べ
き
は
、
天
漪
―
東
江
の
一
派
と
雪
山
―
広
沢
の
一
派
で
は
、
独
立
の
書
学
に
対
す
る
態
度
が
異
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
独
立
の
思
想
を
信
奉
し
、
発
揚
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
が
、
後
者
は
そ
れ
を
批
判
し
反
対

し
て
い
た
。『
近
世
名
家
書
画
談
』
の
「
雪
山
逸
事
」
に
お
い
て
は
、
雪
山
が
独
立
に
書
法
を
問
う
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
⒀
が
、
こ
れ
は
『
続
編
』
の
誤
解
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
り
信
憑
性
が
あ
る
の
は
、
広
沢
の
子
で
あ
る
細
井
九
皋

（
一
七
一
一
～
一
七
八
二
）
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

黄
檗
隠
元
其
徒
数
十
人
長
崎
に
来
る
。
隠
元
の
弟
子
即
非
ハ
善
書
也
。
雪
山
先
生
も
書
の
こ
と
を
即
非
に
問
れ
け
る
と

な
り
。
即
非
の
筆
法
、
伝
来
有
り
。
黄
檗
中
の
善
書
也
。
独
立
は
隠
元
の
書
記
也
。
元
来
俗
人
に
て
俄
に
剃
髪
し
て
日
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本
に
来
る
ゆ
え
、
法
儀
に
は
疎
か
り
し
と
な
り
。
尤
二
王
の
法
ハ
な
し
。
撥
鐙
の
法
を
不
用
。
故
に
雪
山
先
生
と
も
方

外
の
友
な
れ
と
も
、
書
の
こ
と
は
不
問
と
な
り
⒁
。

こ
の
記
述
に
よ
り
、
雪
山
は
最
初
か
ら
独
立
の
書
道
に
批
判
的
な
態
度
を
持
っ
て
お
り
、
独
立
に
書
道
を
尋
ね
た
こ
と

は
一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雪
山
―
広
沢
派
が
最
も
重
視
す
る
の
は
、
雪
山
が
兪
立
徳
か
ら
「
口
授
面
命
」
に

よ
っ
て
得
た
「
撥
鐙
法
」
で
あ
る
⒂
。
こ
の
一
派
が
独
立
に
反
対
す
る
根
本
的
な
理
由
は
、
独
立
が
「
撥
鐙
法
」
を
使
わ
な

い
こ
と
に
あ
る
。「
撥
鐙
法
」
に
つ
い
て
、
広
沢
は
『
紫
薇
字
様
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

斯
方
執
筆
一
法
、
大
乖
於
古
法
。
慎
先
師
執
法
出
于
衡
山
文
先
生
。
所
謂
二
王
以
来
相
承
正
脈
撥
鐙
法
也
。
其
妙
不
可

説
焉
。
世
之
所
伝
双
鈎
・
懸
腕
・
虚
掌
・
実
指
等
、
名
称
雖
同
、
実
用
大
乖
。
宜
乎
。
号
為
唐
様
而
筆
迹
廼
仍
旧
本
国

習
気
也
。
嗟
乎
。
一
歩
謬
千
里
（
こ
こ
の
執
筆
法
は
、
古
い
方
法
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
慎
先
師
（
細
井
広
沢
）
の
執
筆
法

は
、
衡
山
文
先
生
（
文
徴
明
）
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
二
王
以
降
に
伝
わ
っ
て
き
た
正
し
い
撥
鐙
法
で
あ
る
。
そ
の
妙

は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
。
世
間
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
双
鈎
・
懸
腕
・
虚
掌
・
実
指
な
ど
、
名
前
は
同
じ
で
も
、
実
際
の
使
い
方
は
大

き
く
違
っ
て
い
る
。
良
い
か
！　

唐
風
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
筆
跡
は
ま
だ
本
国
の
悪
い
慣
習
に
依
っ
て
い
る
の
だ
。
あ
あ
、
一
歩
間

違
え
た
ら
千
里
も
外
れ
て
し
ま
う
⒃
）。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
文
徴
明
か
ら
発
展
し
た
雪
山
派
の
筆
法
は
、
ま
さ
に
独
立
が
批
判
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
独
立
が
「
書
法
原
本
」
に
お
い
て
主
張
し
た
「
双
鈎
」「
懸
腕
」「
虚
掌
」「
実
指
」
な
ど
は
、
広
沢
に
よ
っ
て
「
本

国
（
日
本
）
の
慣
習
」
と
批
判
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
執
筆
法
の
根
本
的
な
違
い
は
、
指
と
筆
の
動
き
に
関
す
る
見
解
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で
あ
る
。
独
立
に
よ
れ
ば
、
筆
を
持
つ
場
合
、
必
ず
「
直
管
対
心
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
六
書
を

乱
す
俗
筆
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
「
斜
管
軽
挑
」
は
そ
の
典
型
例
と
さ
れ
る
。
独
立
が
「
手
緊
捉
管
、
全
不

働
指
、
運
之
以
腕
、
以
肘
・
以
肩
・
以
身
、
則
一
画
・
一
直
・
一
点
・
一
鈎
、
無
不
是
精
神
蟠
結
処
。
若
一
動
指
・
動
筆
、

則
鋒
芒
外
出
而
神
漓
矣
（
筆
を
し
っ
か
り
と
握
り
、
指
を
全
く
動
か
さ
ず
、
手
首
、
肘
、
肩
、
身
体
を
使
っ
て
筆
を
動
か
す
こ
と
で
、
一

画
・
一
直
・
一
点
・
一
鈎
な
ど
全
て
に
精
神
的
な
緊
張
が
感
じ
ら
れ
る
。
指
や
筆
を
動
か
す
と
、
鋭
さ
が
失
わ
れ
、
神
髄
が
散
漫
に
な
っ
て
し

ま
う
）」
と
主
張
し
て
い
る
。
一
方
、
広
沢
は
、「
一
概
ニ
握
リ
ツ
メ
テ
腕
臂
肘
肩
ヲ
用
テ
書
セ
ヨ
ト
云
」
の
を
「
和
伝
」
で

「
非
常
に
大
き
な
誤
り
」
と
み
な
し
、「
按
泉
厭
鈎
揭
抵
導
拒
送
」
と
い
う
「
指
を
動
か
し
て
筆
を
動
か
す
」
八
つ
の
方
法
を

「
撥
鐙
法
」
に
要
約
し
て
い
る
⒄
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ど
の
筆
法
が
主
張
さ
れ
よ
う
と
も
、
中
国
の
書
法
を
重
ん
じ
、
日

本
の
書
法
を
批
判
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

筆
法
だ
け
で
な
く
、
広
沢
は
独
立
の
厳
密
な
字
学
観
に
対
し
て
も
、
鋭
い
反
論
を
持
っ
て
い
る
。

近
日
俗
間
好
読
字
書
者
、
以
為
非
本
字
則
無
其
義
、
而
甚
至
乎
謂
鍾
王
為
倉
頡
之
罪
人
。
且
逢
省
一
画
・
添
一
点
者
、

視
之
如
寇
讐
焉
。
此
畢
竟
不
達
結
縄
之
真
意
、
不
識
隷
変
之
古
意
。
職
由
不
多
読
古
人
之
書
矣
。
殊
不
知
制
誥
冊
・

書
聖
経
・
賢
伝
未
嘗
必
古
字
本
字
、
而
孰
為
非
詔
誥
、
孰
為
非
典
謨
。
而
矧
今
隷
剏
出
而
未
幾
、
鍾
王
業
已
以
俗
字

通
用
。
点
画
増
減
、
出
新
意
以
具
芸
林
之
美
観
矣
。
今
也
此
編
専
要
救
流
弊
、
見
者
察
焉
（
今
の
世
に
は
、
字
書
を
読
む

の
が
好
き
な
人
が
多
い
が
、
本
字
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
鍾
王
を
倉
頡
の
罪
人
だ
と
言
っ
て
、
一
画
省

い
た
り
一
点
足
し
た
り
す
る
字
を
敵
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
結
局
、
結
縄
の
真
の
意
図
を
理
解
せ
ず
、
隷
書
の
変
化
の
古
意
を
知
ら
な

い
か
ら
だ
。
古
人
の
書
を
も
っ
と
読
ま
な
い
と
い
け
な
い
。
制
誥
や
聖
経
や
賢
人
伝
な
ど
を
書
く
と
き
に
、
必
ず
し
も
古
字
や
本
字
を

使
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
特
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
詔
誥
や
典
謨
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
に
、
今
の
隷
書
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は
で
き
て
間
も
な
く
、
鍾
王
は
俗
字
を
使
っ
て
広
く
通
じ
る
よ
う
に
し
た
。
点
画
の
増
減
や
新
し
い
意
匠
は
、
芸
術
的
な
美
し
さ
を
表

現
す
る
た
め
だ
っ
た
。
今
回
の
こ
の
編
は
、
流
行
に
流
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
作
っ
た
も
の
だ
。
見
る
人
は
よ
く
考
え
て
ほ
し
い
⒅
）。

こ
う
し
て
見
る
と
、
広
沢
が
重
ん
じ
る
「
新
意
」
と
「
美
観
」
の
考
え
方
と
独
立
が
重
視
す
る
字
学
の
正
確
さ
は
、
正

反
対
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
広
沢
は
具
体
的
な
字
形
に
お
い
て
も
独
立
と
異
な
る
観
点
を
提
起
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
独
立
は
「
山
山
」
と
い
う
書
き
方
が
「
出
」
字
の
よ
く
な
い
書
き
方
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
広

沢
の
『
紫
薇
字
様
』
で
は

と
書
か
れ
、
傍
注
に
「
古
詩
有
拆
字
詠
曰
、『
藁
砧
今
何
在
、
山
上
復
見
山
』。
或
時
出
之
、

亦
一
佳
趣
爾
。
尭
母
碑
作

（
古
詩
に
は
、
文
字
を
分
解
し
て
詠
ん
だ
も
の
が
あ
り
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
藁
砧
今
何
在
、
山
上
復
見

山
」。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
し
ば
し
ば
表
れ
て
、
ま
た
良
い
面
白
さ
が
あ
る
。
尭
母
碑
も

に
作
る
）」
と
記
し
て
い
る
⒆
。

広
沢
は
『
篆
体
異
同
歌
』
に
お
い
て
本
は
、「
好
読
字
書
」
と
い
う
風
潮
に
同
調
し
て
お
り
、
自
分
の
篆
書
に
対
す
る
理

解
を
述
べ
、
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
篆
書
の
字
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
佚
山
黙
隠
（
一
七
〇
二
～
一
七
七

八
）
は
、
趙
頤
光
（
一
五
五
九
～
一
六
二
五
、
号
凡
夫
）
の
『
説
文
長
箋
』
を
基
に
し
た
『
補
闕
篆
体
異
同
歌
』
を
書
い
て
、
広

沢
を
批
判
し
て
い
る
。

炎
漢
以
降
六
書
廃
、
文
字
本
訓
半
存
亡
。
津
梁
肆
攻
更
俗
貌
、
広
沢
道
雲
添
華
妝
。
溷
雑
異
同
未
究
原
、
謬
譌
変
改
不

能
詳
。
因
証
趙
氏
『
長
箋
』
説
、
庶
使
篆
形
帰
正
当
（
漢
代
以
降
、
六
書
の
書
き
方
は
廃
れ
、
文
字
の
本
来
の
意
味
や
読
み
方

は
半
ば
失
わ
れ
た
。
津
梁
と
肆
功
は
俗
字
を
改
め
て
、
細
井
広
沢
と
池
永
道
雲
は
そ
れ
に
華
麗
な
飾
り
を
加
え
た
。
混
然
と
し
た
『
篆

体
異
同
歌
』
で
は
根
本
を
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
誤
っ
て
変
え
た
り
改
め
た
り
す
る
の
で
詳
細
な
理
解
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
私

は
趙
頤
光
の
『
説
文
長
箋
』
の
説
明
に
基
づ
い
て
、
篆
書
の
書
体
を
正
し
く
し
た
い
）
⒇
。



38

禅文化研究所紀要 第37号（令和6年3月）

『
長
箋
』
に
お
け
る
篆
字
は
、
独
立
が
尊
崇
す
る
も
の
で
あ
る
。
独
立
本
人
に
よ
れ
ば
、
彼
は
『
長
箋
』
の
原
稿
を
目
に

し
、
趙
氏
に
よ
る
刊
刻
の
依
頼
を
固
辞
し
た
と
い
う
。
最
終
的
な
刻
本
は
「
書
傭
手
繕
、
以
俗
筆
作
古
文
（
雇
わ
れ
た
筆
写
者

が
書
い
た
も
の
で
、
古
文
を
流
行
り
の
書
き
方
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
）」
と
い
う
憾
み
が
あ
る
も
の
の
、「
幸
首
叙
篆
文
、
猶
是
凡

夫
五
指
（
幸
い
に
も
、
冒
頭
の
篆
書
は
趙
頤
光
が
自
分
で
書
い
た
も
の
だ
）」（『
斯
文
大
本
・
六
義
原
本
』）
と
評
さ
れ
た
。

独
立
は
篆
書
を
研
究
し
、
篆
刻
に
優
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
近
世
篆
刻
の
初
伝
と
見
な
さ
れ
て
い
る
㉑
。
東
江
は
、

「
精
於
款
識
、
金
石
之
刻
。
人
求
品
題
、
造
請
無
閑
（
款
識
と
金
石
の
篆
刻
に
精
通
し
て
い
る
。
人
々
に
鑑
定
や
題
字
を
求
め
ら
れ
て
、

そ
れ
に
応
じ
て
作
っ
て
暇
が
な
い
）」
と
称
さ
れ
た
㉒
。
こ
れ
に
対
し
て
、
雪
山
は
篆
刻
を
禁
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
宇
宙
独
歩
、
絶

不
打
印
（
宇
宙
の
中
で
唯
一
無
二
で
あ
り
、
絶
対
に
印
章
を
作
ら
な
い
）」
と
な
っ
た
㉓
。

雪
山-

広
沢
一
派
は
独
立
の
書
学
と
書
法
を
強
く
批
判
し
て
い
た
が
、
そ
の
結
論
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
批
判
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
書
道
界
で
独
立
の
学
問
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
書
道
界
の
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
独
立
が
こ
れ
ほ
ど
の
影
響
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
自
身
の
学
識
と
積
極
的
な
宣
伝
だ
け

で
な
く
、
天
漪
・
頤
斎
・
東
江
な
ど
に
よ
る
継
承
と
発
展
が
極
め
て
重
要
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

三
　
沢
田
東
江
の
独
立
の
書
学
思
想
に
対
す
る
発
揚

次
に
独
立
が
日
本
に
六
書
学
を
最
初
に
伝
え
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
の
よ
う
に
、
林
道
栄
（
一
六
四
〇
～

一
七
〇
八
）
が
日
本
の
六
書
学
の
初
伝
と
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

道
栄
家
世
長
崎
人
（
中
略
）
好
臨
池
技
、
篆
隷
行
草
無
体
不
善
。
善
書
之
名
、
喧
伝
遠
邇
。
当
時
我
土
所
謂
書
家
者
流
、

未
知
臨
摹
之
法
、
運
筆
之
訣
（
中
略
）
道
栄
嘗
得
文
衡
山
・
董
華
亭
之
真
蹟
、
始
識
運
筆
懸
腕
之
事
。
又
与
北
島
雪
山
、
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講
習
六
書
学
。
我
土
知
六
書
学
者
、
実
始
于
此
。
高
天
漪
・
池
永
道
雲
・
佐
玄
竜
・
細
井
広
沢
等
、
皆
由
是
而
興
起

云
（
道
栄
は
家
系
が
長
崎
に
あ
っ
た
（
中
略
）
書
道
を
好
み
、
篆
書
・
隷
書
・
行
書
・
草
書
な
ど
、
ど
ん
な
字
体
も
得
意
だ
っ
た
。
書

の
名
人
と
し
て
、
遠
く
近
く
に
評
判
が
広
ま
っ
た
。
当
時
の
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
書
家
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、
模
写
の
方
法
や
運

筆
の
コ
ツ
を
知
ら
な
か
っ
た
（
中
略
）
道
栄
は
文
衡
山
（
文
徴
明
）
や
董
華
亭
（
董
其
昌
）
と
い
う
名
筆
の
真
筆
を
手
に
入
れ
て
、
初

め
て
筆
を
動
か
す
こ
と
及
び
腕
を
上
げ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
北
島
雪
山
と
い
う
人
と
一
緒
に
六
書
の
学
問
を
講
習
し
た
。
日
本
で

六
書
の
学
問
を
知
る
人
は
、
実
は
こ
れ
が
始
め
で
あ
る
。
高
天
漪
や
池
永
道
雲
・
佐
玄
竜
・
細
井
広
沢
な
ど
、
み
ん
な
が
そ
れ
で
興
味

を
持
っ
た
㉔
）。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
雪
山
一
派
は
六
書
学
に
反
対
し
て
い
た
が
、
道
栄
が
い
う
「
六
書
」
は
実
際
に
は
「
大
篆
」「
小

篆
」「
八
分
」「
隷
書
」「
行
書
」「
草
書
」
の
六
種
類
の
書
体
を
指
し
て
い
る
㉕
。
こ
れ
は
『
先
哲
叢
談
』
に
あ
る
「
林
兼
諸

体
」
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
漪
は
独
立
の
弟
子
で
あ
り
、
道
栄
に
六
書
学
を
学
ぶ
必
要
が
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
道
栄
が
尊
重
す
る
文
征
明
や
董
其
昌
の
書
は
、
六
書
学
の
趣
旨
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
栄
の
当
時
の
書
道
界
に
対
す
る
影
響
力
も
無
視
で
き
な
い
。

道
栄
曰
、「
以
我
邦
人
運
筆
学
晋
唐
名
人
遺
蹟
、
猶
如
鈍
刀
彫
木
、
僅
得
形
似
、
去
其
真
也
遠
矣
、
豈
非
徒
労
乎
。
然

知
之
者
尠
矣
。
臨
書
之
法
、
与
唐
山
異
同
不
一
、
其
小
者
姑
置
之
、
大
者
有
五
。
一
曰
銀
望
不
正
、
二
曰
筆
毛
不
軟
、

三
曰
楮
紙
強
硜
、
四
曰
案
卑
痠
倦
、
五
曰
体
不
寛
洪
」（
道
栄
は
言
っ
た
。「
我
が
国
の
人
が
筆
を
使
っ
て
晋
や
唐
の
名
人
の
墨

跡
を
学
ぶ
の
は
、
鈍
い
刀
で
木
を
彫
る
よ
う
な
も
の
だ
。
形
式
上
の
相
似
を
得
る
こ
と
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
本
質
か
ら
は
遠
く
離
れ
て

お
り
、
無
駄
な
努
力
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
れ
を
知
る
人
は
少
な
い
。
臨
書
の
方
法
は
、
中
国
と
異
な
り
、
小
さ
い
こ
と
は
と
も
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か
く
、
大
き
い
こ
と
は
五
つ
あ
る
。
一
つ
は
長
時
間
見
る
と
目
が
斜
視
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
筆
の
毛
が
柔
ら
か
く
な
い
こ

と
。
三
つ
目
は
楮
紙
が
硬
く
て
滑
ら
か
で
な
い
こ
と
。
四
つ
目
は
机
が
低
く
て
疲
れ
や
す
い
こ
と
。
五
つ
目
は
体
格
が
大
き
く
な
い
こ

と
だ
」）
㉖
。

こ
こ
か
ら
、
独
立
が
秦
漢
・
晋
唐
の
復
古
を
主
張
し
て
い
る
の
に
対
し
、
道
栄
は
日
本
人
が
晋
唐
の
書
道
を
学
ぶ
こ
と

に
批
判
的
な
態
度
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
が
論
じ
た
日
中
の
異
同
は
、
視
力
・
筆
の
つ
く
り
・
紙
・
机
・
身
体

な
ど
の
外
的
な
側
面
に
集
中
し
て
い
る
。
独
立
も
「
続
付
：
臨
池
二
用
」
で
机
の
つ
く
り
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
、

日
本
式
の
低
い
机
は
当
時
の
渡
日
華
人
に
と
っ
て
か
な
り
不
適
合
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
道
栄
の
日
本
の
筆
作
り

に
対
す
る
批
判
に
触
発
さ
れ
た
の
か
、
広
沢
が
『
思
貽
斎
管
城
二
譜
』
で
筆
作
り
の
問
題
を
専
門
に
論
じ
て
お
り
、
そ
の
中

の
毛
穎
譜
は
、
当
時
舶
来
品
の
唐
の
筆
に
刺
激
を
受
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
㉗
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
江
は
筆
作
り
に

重
点
を
置
く
傾
向
を
批
判
し
、「
凡
文
房
之
具
、
成
為
供
玩
弄
・
悦
心
情
之
物
、
如
謝
（
肇
制
）
所
言
、
煞
風
景
也
（
文
房
具

と
い
う
も
の
は
、
遊
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
す
る
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
謝
肇
淛
が
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
風
情
を
失
っ
て
し

ま
う
）」
と
述
べ
て
い
る
㉘
。
ま
た
、『
東
江
先
生
書
話
』
で
は
「
能
書
筆
を
え
ら
ハ
ず
と
い
ふ
話
」
と
い
う
一
節
も
あ
る
㉙
。

頼
春
水
（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）
に
よ
る
と
、「
林
道
栄
・
高
玄
岱
二
人
、
在
長
崎
為
一
時
名
手
。
道
栄
学
即
非
、
玄
岱

学
独
立
（
林
道
栄
と
高
玄
岱
は
、
長
崎
で
一
時
代
を
築
い
た
名
筆
で
あ
っ
た
。
道
栄
は
即
非
か
ら
書
を
学
び
、
玄
岱
は
独
立
か
ら
書
を
学
ん

だ
）」
と
い
う
㉚
。
つ
ま
り
、
道
栄
は
即
非
の
影
響
を
強
く
受
け
た
一
方
、
独
立
の
書
学
を
発
展
さ
せ
た
の
は
弟
子
の
高
天
漪

一
派
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
東
江
の
著
作
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
頤
斎
は
東
江
の
『
書
学
筌
』
の
序
文
に
お
い
て
そ
の
伝

承
を
証
明
し
て
い
る
。
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嘗
天
閑
老
人
及
我
先
大
人
各
有
所
著
、
未
上
梓
而
為
烏
有
、
余
老
後
尚
無
所
説
。
卒
東
郊
為
編
、
門
人
大
悦
（
中
略
）

東
郊
不
食
言
、
予
保
之
而
已
矣
（
昔
、
天
閑
老
人
と
我
先
大
人
と
い
う
二
人
の
書
家
が
そ
れ
ぞ
れ
本
を
書
い
た
が
、
出
版
さ
れ
る
前

に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
私
は
老
い
て
も
何
も
語
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
や
が
て
東
郊
が
本
を
編
集
し
て
、
弟
子
た
ち
は
大
喜
び
し
た

（
中
略
）
東
郊
は
約
束
を
守
っ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
れ
を
保
証
す
る
だ
け
だ
っ
た
㉛
）。

こ
の
伝
承
に
つ
い
て
、
東
江
は
非
常
に
自
信
を
持
っ
て
お
り
、「
東
方
書
法
之
有
伝
来
也
、
特
吾
高
氏
云
尓
。
然
則
欲
学

華
而
純
乎
華
者
、
於
今
時
、
舎
吾
其
誰
（
中
国
の
書
道
が
伝
来
で
き
た
の
は
、
特
に
私
の
師
で
あ
る
高
玄
岱
を
介
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
唐
様
の
書
を
学
び
、
さ
ら
に
唐
様
の
精
髄
ま
で
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
、
現
今
で
は
、
私
以
外
に
誰
も
い
な
い
）
㉜
」
と

自
負
し
て
い
る
。
一
方
、
広
沢
ら
に
対
し
て
は
、「
其
所
為
務
卑
卑
焉
、
取
媚
流
俗
。
其
徒
往
往
汎
濫
江
湖
。
膚
立
者
、
持

門
戸
。
皮
相
者
、
矜
影
響
（
や
る
こ
と
は
低
俗
で
、
流
行
に
媚
び
て
い
る
。
そ
の
弟
子
た
ち
は
、
書
道
界
に
広
く
溢
れ
て
い
る
。
表
面
的

な
者
は
、
自
分
の
門
派
を
堅
持
す
る
。
皮
相
な
者
は
、
自
分
の
名
声
を
誇
る
）」
と
批
判
し
て
い
る
。
東
江
は
「
凡
学
書
者
、
面
承
華

人
善
書
者
、
且
不
可
無
学
問
書
（
書
を
学
ぶ
者
は
、
華
人
の
中
で
書
道
に
優
れ
て
い
る
人
々
と
直
接
対
面
し
、
か
つ
学
問
を
欠
か
さ
ず
に

学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
）
㉝
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
雪
山
が
即
非
と
兪
立
徳
に
学
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

即
非
と
立
徳
に
つ
い
て
、
東
江
は
「
ソ
ノ
中
タ
マ
タ
マ
華
人
ヨ
リ
習
得
タ
ル
人
モ
、
其
師
タ
ル
人
、
タ
ダ
黄
檗
ノ
僧
徒
、
或

ハ
長
崎
へ
交
易
ニ
来
ル
人
ノ
書
ヲ
ウ
ツ
ス
ナ
リ
。
尤
僧
徒
ニ
ハ
禅
気
ア
リ
テ
タ
マ
タ
マ
風
流
ナ
ル
ア
レ
ト
モ
、
法
ト
シ
用
ユ

ル
ニ
足
ラ
ス
。
況
ヤ
交
易
ニ
キ
タ
ル
人
、
書
ノ
事
ハ
一
向
ウ
ト
キ
ナ
リ
㉞
」
と
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
江
か
ら
す
れ

ば
、
即
非
も
兪
立
徳
も
と
も
に
学
ぶ
に
は
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
東
江
於
六
書
、
博
考
詳
究
、
用
力
甚
勤
。
其
於
漢
晋
唐
宋
之
金
石
遺
文
、
訪
索
殆
尽
、
収
蔵
頗
富
。
又
於
我
邦
中
世
之

残
碑
断
碣
、
窮
捜
摩
搨
、
審
度
真
偽
而
弁
定
之
（
東
江
は
六
書
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
勉
強
し
、
と
て
も
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
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た
。
彼
は
漢
や
晋
や
唐
や
宋
の
時
代
に
残
さ
れ
た
金
石
で
書
か
れ
た
文
字
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
全
部
探
し
て
集
め
て
、
収
蔵
も
豊
富
だ
っ
た
。
そ

れ
に
日
本
の
中
世
に
残
っ
て
い
る
壊
れ
た
石
碑
な
ど
に
つ
い
て
も
、
力
を
尽
く
し
て
探
し
て
こ
す
っ
て
、
本
物
か
ど
う
か
を
よ
く
調
べ
て
判
断

し
た
）
㉟
」
と
い
う
『
先
哲
叢
談
後
編
』
の
記
述
の
よ
う
に
、
六
書
学
を
研
究
す
る
こ
と
と
中
世
の
碑
文
を
調
査
す
る
こ
と

に
集
中
し
て
い
る
。

東
江
は
、
趙
子
昂
や
文
征
明
を
崇
拝
し
て
い
る
日
本
の
書
家
た
ち
に
つ
い
て
、「
か
く
文
盲
な
る
心
よ
り
、
た
ま
た
ま
古

法
帖
を
見
れ
ば
、『
字
彙
』・『
韻
会
』
の
ご
と
く
、
た
だ
字
体
を
撿
出
す
ま
で
の
用
な
り
と
思
ひ
」
㊱
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
『
字
彙
』
と
『
韻
会
』
は
、
ま
さ
に
独
立
が
推
奨
し
て
い
る
六
書
学
の
著
作
で
あ
る
こ
と
に
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
江
は
『
篆
説
』
と
『
隶
説
』
と
い
う
書
体
に
関
す
る
著
作
を
著
し
て
、
独
立
の
思
想
を
発

展
さ
せ
て
い
る
。
特
に
『
篆
説
』
は
、
江
戸
と
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
篆
書
書
論
で
あ
る
。
曹
悦
は
そ
れ
が
当
時
中
国

か
ら
来
た
船
で
輸
入
さ
れ
た
『
説
文
解
字
』
を
参
考
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
東
江
の

『
篆
説
』
は
独
立
の
学
説
を
発
揚
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
日
本
で
『
説
文
解
字
』
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
一

七
一
四
年
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
説
文
解
字
』
な
ど
の
書
物
が
近
世
日
本
で
重
視
さ
れ
た
の
は
、
独
立
の
影
響
か
ら

生
じ
た
「
好
読
字
書
」
と
い
う
風
潮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
㊲
。
次
に
、
東
江
が
日
本
の
中
世
の
碑
文
を
「
摩

搨
」
や
「
弁
定
」
し
た
こ
と
は
、
独
立
と
天
漪
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
打
碑
法
」
の
伝
承
で
あ
り
、
独
立
が
伝
え
た
こ
の
法
が

日
本
の
墨
本
の
始
ま
り
㊳
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
書
道
界
へ
の
貢
献
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
㊴
。

東
江
が
三
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
著
作
や
弟
子
の
指
導
な
ど
に
注
力
し
た
結
果
、
独
立
の
書
学
思
想
は
体
系
化
さ
れ
、

影
響
力
の
あ
る
「
古
法
書
学
」
に
発
展
し
た
。「
古
法
書
学
」
に
つ
い
て
、
東
江
は
「
余
始
唱
古
法
書
、
世
人
或
疑
且
怪
。

余
唯
従
所
好
。
今
且
三
十
年
矣
、
而
四
方
学
者
苟
欲
習
書
、
則
必
言
晋
唐
法
書
（
私
が
古
法
書
を
提
唱
し
始
め
た
際
に
、
世
間
の

人
々
は
疑
問
を
抱
い
た
り
奇
異
に
思
っ
た
り
し
た
。
し
か
し
私
は
自
分
の
好
む
こ
と
だ
け
に
従
う
。
今
や
既
に
三
十
年
が
経
っ
た
が
、
四
方
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の
学
者
た
ち
は
書
法
を
学
ぼ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
晋
唐
時
代
の
手
本
的
な
書
に
つ
い
て
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
㊵
」
と
語
っ
て
い

る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
独
立
『
斯
文
大
本
』
の
思
想
と
主
張
に
つ
い
て
分
析
し
、
雪
山
―
広
沢
系
が
独
立
か
ら
継
承
さ
れ
た
と
い

う
通
説
の
誤
解
を
正
し
た
。
ま
た
、
独
立
の
書
学
を
め
ぐ
っ
て
、
古
典
的
な
学
問
に
基
づ
き
、
書
学
の
性
格
を
尊
重
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
「
古
法
書
学
」
と
、
美
的
観
点
か
ら
出
発
し
、
書
道
の
技
術
を
重
視
し
て
、
独
創
性
を
提
唱
す
る
「
雪
山
―

広
沢
系
書
道
」
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
独
立
六
書
学
の
思
想
と
そ
れ
を
基
に
し
て
構
築
さ
れ
た
書
道
理
論
は
、

後
の
日
本
の
書
道
の
発
展
に
深
く
影
響
を
与
え
た
。
同
時
に
、
独
立
の
提
唱
し
た
「
千
古
文
心
、
同
文
共
学
」
と
い
う
理
念

は
、
日
本
の
近
世
と
い
う
二
百
年
余
り
に
わ
た
る
華
文
崇
拝
の
思
潮
を
開
い
た
。

＊
こ
の
論
文
は
、
一
九
八
二
年
に
創
刊
さ
れ
、
中
国
文
学
芸
術
界
連
合
会
が
主
管
し
、
中
国
書
道
家
協
会
が
主
催
す
る
美
術
、
書
道
、
彫
刻
、

写
真
の
学
術
雑
誌
で
あ
る
『
中
国
書
法
』
の
第
三
九
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
独
立
性
易
的
六
書
學
與
日
本
近
世
書
法
」（
九
六
頁
～
一
〇
八

頁
）
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

⑴
米
田
弥
太
郎
『
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
』、
京
都
・
柳
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
第
三
頁
。

⑵
米
田
弥
太
郎
『
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
』、
京
都
・
柳
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
第
二
六
頁
。

⑶
『
臨
池
述
意
』
は
、
九
州
大
学
の
「
三
奈
木
黒
田
家
文
書
」
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
誤
っ
て
『
監
池
述
書
』
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
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所
在
記
号
は
一
五
八
。

⑷
中
田
勇
次
郎
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
六
巻
、
東
京
・
二
玄
社
、
一
九
八
五
年
、
第
三
七
五
頁
。

⑸
石
村
喜
英
『
深
見
玄
岱
の
研
究
：
日
中
文
化
交
流
上
に
お
け
る
玄
岱
伝
と
黄
檗
独
立
禅
師
伝
』、
東
京
・
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
、
第
四

四
九
頁
。

⑹
こ
の
文
章
を
書
く
動
機
を
説
明
し
た
後
、「
此
『
大
本
』
之
由
作
焉
」
と
述
べ
、
そ
の
作
品
が
完
成
し
た
と
き
に
「『
大
本
』
適
成
」
と
言

及
し
て
い
る
。

⑺
『
斯
文
大
本
』、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
蔵  

請
求
記
号
：1-10-03||

明||SH
I

。
以
下
は
そ
の
文
書
か
ら
の
引
用
で
、
章
の
位
置
を
示
す
。

⑻
徐
興
慶
『
天
閒
老
人
：
独
立
性
易
全
集
』、
台
北
・
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一
五
年
、
第
一
〇
一
頁
。

⑼
朱
傑
人
等
『
朱
子
全
書
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
第
四
三
三
六
頁
。

⑽
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
第
一
巻
、
東
京
・
千
鍾
房
、
一
八
八
三
年
、
第
一
二
丁
裏
。

⑾
上
原
昭
一
・
王
勇
『
芸
術
』（
中
西
進
・
周
一
良
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
』
七
）、
東
京
・
大
修
館
書
店
、
一
九
九
七
年
、
第
二
九
九
頁
。

⑿
石
村
喜
英
『
深
見
玄
岱
の
研
究
：
日
中
文
化
交
流
上
に
お
け
る
玄
岱
伝
と
黄
檗
独
立
禅
師
伝
』、
東
京
・
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
、
第
四

五
五
～
四
五
六
頁
。

⒀
安
西
於
莵
『
近
世
名
家
書
画
談
』
二
、
内
閣
文
庫
蔵 
請
求
記
号
：198-0406 

冊
次
：0002

、
第
八
丁
表
。

⒁
大
和
永
年
『
二
老
略
伝
：
九
皐
先
生
譚
録
』
上
巻
、
一
七
七
二
年
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵 

請
求
記
号
：ﾀ

400-135

、
第
四
丁
裏
～

第
五
丁
表
。

⒂
大
和
永
年
『
二
老
略
伝
：
九
皐
先
生
譚
録
』
上
巻
、
一
七
七
二
年
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵 

請
求
記
号
：ﾀ

400-135

、
第
四
丁
裏
。

⒃
広
沢
先
生
『
紫
薇
字
様
』、
江
戸
・
小
川
彦
九
郎
、
一
七
二
四
年
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
・
社
会
科
学
系
図
書
館
貴
重
書
庫
、
請
求
記
号
：

10-5-80

、
第
一
四
丁
表
～
第
一
四
丁
裏
。
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⒄
細
井
知
慎
『
広
沢
執
筆
秘
伝
鈔
』、
国
文
学
研
究
資
料
館
・
石
野
家
本 52-8

。

⒅
広
沢
先
生
『
紫
薇
字
様
』、
江
戸
・
小
川
彦
九
郎
、
一
七
二
四
年
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
・
社
会
科
学
系
図
書
館
貴
重
書
庫
、
請
求
記
号
：

10-5-80

、
第
七
丁
裏
。

⒆
出
典
は
古
楽
府
詩
、
原
文
は
「
山
上
復
有
山
」。

⒇
常
足
道
人
佚
山
述
『
補
闕
篆
体
異
同
歌
』、
小
川
多
左
衛
門
、
一
七
七
八
年
、
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：39-226-2

、
第

一
丁
表

㉑
中
田
勇
次
郎
『
日
本
の
篆
刻
』、
東
京
・
二
玄
社
、
一
九
六
六
年
、
第
一
一
五
頁
。

㉒
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
後
編
』
第
八
巻
、
大
坂
・
京
屋
淺
次
郎
［
ほ
か
四
名
］、
一
八
二
九
年
、
第
二
六
頁
。

㉓
角
田
簡
大
可
『
続
近
世
叢
語
』
第
八
巻
、
江
戸
・
岡
田
屋
嘉
七
、
一
八
四
五
年
、
第
一
四
頁
。

㉔
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
第
一
巻
、
東
京
・
千
鍾
房
、
一
八
八
四
年
、
第
三
頁
。

㉕
石
村
喜
英
『
深
見
玄
岱
の
研
究
：
日
中
文
化
交
流
上
に
お
け
る
玄
岱
伝
と
黄
檗
独
立
禅
師
伝
』、
東
京
・
雄
山
閣
、
一
九
七
三
年
、
第
二

八
一
頁
。

㉖
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
続
編
』
第
四
巻
、
東
京
・
千
鍾
房
、
一
九
八
四
年
、
第
三
頁
。

㉗
西
川
寧
『
日
本
書
論
集
成
』
第
四
巻
、
東
京
・
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
、
第
一
頁
。

㉘
平
東
郊
『
書
学
筌
』（
岸
上
操
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
第
十
一
編
）、
東
京
・
博
文
館
、
一
八
九
一
年
、
第
三
二
頁
。

㉙
沢
田
東
江
『
東
江
先
生
書
話
』
上
之
巻
、
一
七
六
九
年
、
筑
波
大
学
図
書
館
蔵 

請
求
記
号
：ｶ

230-19

、
第
八
丁
裏
。

㉚
関
儀
一
郎
『
続
日
本
儒
林
叢
書
』
第
四
冊
、
東
京
・
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
三
三
年
、
第
三
一
頁
。

㉛
平
東
郊
『
書
学
筌
』（
岸
上
操
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
第
十
一
編
）、
東
京
・
博
文
館
、
一
八
九
一
年
、
第
九
頁
。

㉜
沢
田
文
治
鱗
『
東
郊
先
生
書
範
』、
一
七
五
九
年
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
、
狩5-15752-1

、
第
四
丁
表
。



46

禅文化研究所紀要 第37号（令和6年3月）

㉝
沢
田
文
治
鱗
『
東
郊
先
生
書
範
』、
一
七
五
九
年
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
、
狩5-15752-1

、
第
九
丁
表
。

㉞
平
東
郊
『
書
学
筌
』（
岸
上
操
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
第
十
一
編
）、
東
京
・
博
文
館
、
一
八
九
一
年
、
第
二
二
頁
。

㉟
東
条
琴
台
『
先
哲
叢
談
後
編
』
第
八
巻
、
大
坂
・
京
屋
淺
次
郎
［
ほ
か
四
名
］、
一
八
二
九
年
、
第
二
六
頁
。

㊱
沢
田
東
江
『
東
江
先
生
書
話
』
上
之
巻
、
一
七
六
九
年
、
筑
波
大
学
図
書
館
蔵 

請
求
記
号
：ｶ

230-19

、
第
一
六
丁
表
。

㊲
曹
悦
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
の
篆
書
書
法
の
受
容
状
況
に
つ
い
て
：
江
戸
・
大
坂
出
版
書
目
を
中
心
に
」、（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』

第
十
二
巻
）、
二
〇
一
九
年
、
第
九
〇
頁
。

㊳
沢
田
東
江
『
東
江
先
生
書
話
』
下
之
巻
、
一
七
六
九
年
、
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
、ｶ

230-19

、
第
一
〇
丁
表
。

㊴
米
田
弥
太
郎
『
近
世
日
本
書
道
史
論
攷
』、
京
都
・
柳
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
第
八
七
頁
。

㊵
東
江
源
鱗
文
竜
「
跋
文
」、
李
攀
竜
・
東
江
源
鱗
文
竜
『
東
江
先
生
書
唐
詩
選
』
下
巻
、
嵩
山
房　

小
林
新
兵
衛
、
一
七
八
四
年
、
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
、
請
求
記
号
：ﾔ

8-317-3

。


